
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

N−644 凵産婦誌59巻10号

　先日，京都で行われ た産科婦人科学会総会に参加 した．京都は古代 ・中世より政治 ・経済 ・文

化 の 中心で あ り，医学に お い て も 多く の 医師が活躍 し た とこ ろ で あ る 。産婦人科医 に とっ て も重

要な意味をも つ場所で ，賀川流産科の 鼻祖で あ る賀川玄悦が．下京区 下松屋 町通松原下 っ た一
貫

町において，遷延横位の産婦に対して初 めて産科手術を行 っ た．その 後に 「大抵五月之後，腹 中

胎大如瓜，必背面而倒 首，其頂 当横骨上際 而居 （大 抵五 月の後，腹中の胎 の大 き さ瓜 の如 し，必
　 せ　 を　 む　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さ b’さ
ず背面 けて，首 を倒 にす．そ の頂，横 骨の上際 に当 りて居す）」（荒井保 男著，「医の名言』中央公

論社）と書 き，世界 で初 めて，頭 位が正 常胎位 であ ると著書 『産 論』に表 した．玄 悦の墓 は下京

区中堂寺西寺町の玉樹寺にある．

　そ の 京都 で 行われた学会 で ，ポ ス タ
ー

発表を中心 に 拝見 し た．ポ ス ター発表は詳細に み る こ と

が で き る の で ，学会で は とく に 時間を か け る こ とに し て い る が，ふ と思 い 立 っ て ，漢字 の
”
腟
”

と
“
膣
”

の いずれをポス ター発表の中で使用 してい るか数えてみた．日本人の発表全 643発表の

内 で．ポ ス タ
ー

に
」
腟

一＋
あるいは

’
膣

”
の漢字 を見 つ けた発表が 40編．その中 で

“
腟

”
が 24編

”
膣

’
が16編 だ っ た．

　い ずれの字 が正 しいか．正解は
U
腟
P一

である．医史学の泰斗で東京大学名誉教授で あ られ た故

小川鼎三博士 は t 「日本の医学用語として は 【膣】で はな く て 【腟】が正 式で あ る ．」と，『医学用

語 の 起り』（東京 書籍 1990 年）に 書 い て お ら れ る ．

　
“
腟
”

と い う漢字は，文政 9 年（1826 年），『重訂解体新書』 の 中で ．大 槻玄沢 が初 め て 使用 し

て いる．『重訂解体新書』は．『解体新書』の原典であ るクルム ス の 「解剖圖譜』を翻訳，重訂 した
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ハ　　ギ　　ノ

もの である．その 中で大槻玄沢は，
“
腟

”
を女性生殖器 に用い た理由 として，「腟，法技納 〔羅〕，

シ　 　ケ　 イ　 　デ

悉籾乙牒，〔蘭〕」とあ り，さらに 「按 ズル ニ シケイデハ室ナ リ．則 チ男 茎容受ノ室ナ リ，且 ツ胎産

及 ビ月経通利 ノ道ナ リ，イ マ 新 二 字 ヲ製シ テ 訳 シ テ シカ 云 ウ．室 ノ辺傍肉二 从ウ，音ヲ叱 トナ ス ，

則チ会意 ナ リ，中略，肉生ズル ナ リノ腟 ニ ハ非ズ」と書 いて い る．これは，
’昌
腟

’
は以前より中国

に 存在 して い た漢字で ，『玉 篇』に 「腟チ ツ ，音扶，肉生也」とある．大槻玄沢 は，中国製漢字 の

「肉が生ずる 」とい う意味の
“
腟
”

の存在 は知 りつ つ も，臓器 の特徴を著すため に，「月（にくづき）

部」 に 「室」を会意 した漢孚
’t
腟
tt

を使 用 したのであ る，大槻玄 沢の記載は t 小生の出身地であ

る岡 U」県津山市にあ る洋学資料館 で 「重 訂解体新書』を拝見 させていただき．確認 した．

　どう して
“
膣
”

が誤 用 されて いるの か．一
般に，

IJ
腟
一一

は
“
膣

’
の略字で あ り，

”
膣

’
の 方が古い

字 体で正式 だ と誤 解 され てい るようで ある．昭和 22年初版 の 小川 政修氏の 『西 洋醫學史』で 探

してみると，「妊娠診斷，受胎，陣痛促進 （坐藥），乳分泌増 加（膏藥貼用），通經（煎劑の 腟内注入）」

と，
“
醫ij

”
　
“
斷
”“
h＄
”

な どの 旧字体の 中で も，
”
腟
”

が正確に使用 されて い る．さ らに断定的 な証 拠

と し て ．大槻 文彦氏 は 『大言海』 に ，
“
腟

一一
と

“
膣
”

は異義 の 字 で あ ると書 い て い るが，「膣 ハ 篇 海

「音窒，肉生也」 卜，今ハ 腟 ト同 ジク用ヰ ル」と続 く．この 『篇 海』は，前出の 『玉篇』より後

代の著であるので，強いて言え ぱ 「腟」の方が旧字体なの である．

また，1851年の中 国で出版 された 「全 体新論』には，女性生殖器の 記載で は
“
陰道

”
と書き

表されてい るとい う．ところ が，「915年中華民国発行の 「辞源』に，「膣，女子陰道、上通子 宮t
一

名生殖 ロ 」とあ る．こ の 点から，中国が
“
腟
”

ではない が 同 じ使い方をす る後世の字 である
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“
膣
“

を使 うの は，『重訂解 体新 書』 の影響 であ ろう と小川鼎 三 博士 は書 い て い る．現 在 の 多く の

産婦人科医 の ．漢字 は中国が本場 と い う先入観 が，
”
膣

’
を本家扱 い し て 誤用 して い る の で あ る，

た しかに，現在の パ ソ コ ン で
“
ちつ

”
と入力すると，通常に は

“
膣

”
の 字がまず選択され，

胴
腟
”

は手書き文字入力などで 探さなければならない ．しかしながら，正 しい のは
“
腟
”

である から，

全ての産婦人科の教科書に
”
膣 の字はない．

　平成 18年度よ り，鳥取大学医学部臨床准教授の職賚をいただき，医学部学生に講義を行 う こ

ととな っ た．内容は産科を中心に した医学の歴史に つ いてであ る．その場 でも，
”
腟

”
の字につ い

ても強調 しておいた．今回，ポス タ
ー

発表 された先生 方の中には，大学病院 に属 している先生方

も多い．とすれ ば，医学 教育 の 拠点 で あ る べ き場所 で ，医学の 歴史的視点 からの 知 識が不 十分で

あ る とい うの は，い かがなもの で あ ろ うか．
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